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す。また、事業戦略と合致した開発テーマの設定と開発期間の短縮、オープンイノベーションの推

進や美味しさ、健康・栄養、食資源の問題等にも積極的に取り組んでまいります。 
 

（３）サステナブル経営の推進・加速 
 当社グループの社会的責任をより意識し、ステークホルダーとの関係強化を図ります。 
ESG（環境・社会・ガバナンス）のグローバル対応を強化し、特に食の安全・安心を徹底し、リス

クマネジメント体制の構築を図ります。更に原料のサステナブル調達の推進や人材育成、ダイバー

シティへの取り組みを制度面からもサポートし、社会的価値を創出する CSR 経営を推進します。 
 
 

３．基本戦略 
 
（１）成長戦略 

事業戦略においては、ハラルド社買収の決定により事業ポートフォリオ戦略区分の明確化を図る

ことといたしました。成長事業、基盤事業（安定成長）、基盤事業（構造改革）、育成事業の４区分

し、選択と集中により成長事業に積極的な経営資源の投入を図ることとしております。 
成長事業は、世界で競争優位を確立し世界の TOP3 の維持・向上或いは目指すことで、中長期ビ

ジョンを牽引する事業として、CBE（チョコレート用油脂）、コンパウンドチョコレート、大豆多

糖類事業を選定しております。 
戦略区分に応じ戦略を変え、成長事業では積極的な新拠点設立、M&A を実施する一方で、構造

改革を必要とする基盤事業では、生産拠点再構築、戦略パートナーの決定、営業戦略の強化に取り

組んでまいります。 
    戦略エリアは、日本、アジア・中国に新たにブラジルを加え、積極的な経営資源の投入を図り、

チョコレートだけでなく、油脂事業の拡大、ハラルド社の流通網を活用した乳化発酵事業の創出を

図ります。 
    
（２）収益構造改革 
 ROE 経営を目指す中で、利益率の向上は必須であり、事業ポートフォリオの入替えを含む事業

戦略に加え、コスト競争力の強化を昨年に引き続き実行してまいります。特に業務プロセス改革、

働き方改革は、全ての基盤であると認識し、注力してまいります。 
 収益の低下している大豆事業においては、アライアンス戦略のスピードを上げ、構造改革を断行

し、収益の回復を図ります。 
日本市場の利益率の低下を踏まえ、製品別・市場別利益管理の強化・徹底を図り、営業体制の強

化と合わせ、改善を図ります。 
 
   

４．財務戦略 
 3 ヵ年で 500 億円以上の営業キャッシュフローを創出し、キャッシュフローを戦略的に配分する

計画です。設備投資を 400 億円程度とし、通常投資に 100 億円 戦略的投資を 300 億円とするこ

とで、成長事業、戦略エリアへの傾斜配分を明確にいたします。 
D/E レシオは 0.5 以下を基準といたしますが、ハラルド社買収の資金は借入金による調達を予定

しており、D/E レシオは 0.46 程度まで上昇する見込みです。今後も引き続き M&A については、

戦略的に判断することから、0.5 超をも許容する考えです。 
 
 
５．資本戦略 
 2017 年度 ROE 8％以上を目標としており、収益構造改革による利益率の向上に加え、総資産回

転率の向上を不要資産の売却、生産拠点の統廃合、棚卸資産の適正化、投資案件の厳選により実現

します。また、資本コストを意識した財務レバレッジの適正化を図ります。 
株主還元については、昨年度公表の 2016 年度配当性向 30％目途の方針を変えず、安定的かつ継

続的な配当を実施してまいります。 



 
 
6．経営目標 
 2014 年度実績 2017 年度目標（※） 2016 年度目標 

（参考  昨年公表）

売上高 2,719 億円 3,300 億円以上 3,000 億円

営業利益 142 億円 200 億円以上 190 億円

営業利益率 5.2% 6%以上 6.3%
ROE（株主資本利益率） 6.8% 8%以上 8.0%
海外営業利益比率 32.5% 40%以上 35%

 
（※）2017 年度目標には、ハラルド社の計画を含めて算出しております。 

尚、今期より目標値については、水準を示す「以上」の表記に改めております。 
 
 
 
 
（注）本資料に含まれる将来の計画に関する記載は、本資料の発表日現在において、入手可能な情

報及び過程に基づき作成しており、実際の業績等は様々な要因により計画と異なる可能性がありま

す。 
 

以上 
 

 


